
（単位：千円）

継続　下水道事業特別会計

　特　定　財　源　の　内　訳

700,000 132,746

諸収入 下水道受託事業収入 62,950

特会8

財　　　 源　 　　内　 　　訳
国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

平成３０年度　当初予算　主要事業説明資料

国

（節） 下水道の整備促進

予　　算　　額

1,955,812

事業概要

事業名

地方創生汚水処理施設整備推進交付金等 191,414

市債 700,000

目　的
・

目　標

【汚水】市民の生活環境の向上と公共用水域の水質保全を図るため、新綾部市水洗化総合計
画に基づき、主に市街地の整備を目的に水洗化の普及拡大に努め、快適で住みよい環境づく
りを推進
　目標：平成32年度には由良川左岸の面整備を完了
【雨水】浸水対策の促進により、市街地における安全・安心のまちづくりを推進

前年度当初予算額

総合計画
（章）

自然豊かで安全なまちづくり

931,202191,414 450

その他 下水道負担金等

42-4295

　■総務費
　　○公共下水道事業に係る経常経費
　　○地方公営企業法適用移行に係る経費
　　○経営戦略策定に係る経費
　　○雨水貯留施設設置費補助金に係る経費　30基（補助上限額　45千円/基）
　■事業費
　　○浄化センター（2か所）の維持管理等（248,360）
　　○下水道整備事業費（左岸）（642,067）
      ・管きょ築造工事、舗装復旧工事等
　　　・事業期間：平成元年度～平成32年度（予定）Ａ＝457.0ｈａ
　　○下水道整備事業費（右岸）（36,599）
　　　・測量・設計業務委託等
    ○綾部第2第3処理区統合事業費（35,000）
　　　・工業団地水処理センター廃止に向けた第2浄化センターへの接続工事
　　○雨水対策事業費（85,733）
　　　・雨水ポンプ場用地買収・建設工事
　

2,428,837
市債

70,246

期待される
効果

【汚水】
・公共用水域の水質保全
・汚水処理による地域環境の改善
・トイレの水洗化による生活環境の向上
【雨水】
・雨水ポンプ場の整備により、浸水被害を軽減

背　景
・

経　緯

【汚水】
・公共下水道事業は平成元年度に事業着手し、平成28年度末の普及率は
70.0パーセント
・平成28年度末の市全体の普及率は76.0パーセント
・現在は平成13年度末に策定した「新綾部市水洗化総合計画」に基づき
整備を推進
【雨水】
・近年頻発する台風や集中豪雨等に伴う内水被害に対して、市民生活の
安全・安心の確保に向けた内水対策が必要

市民参加の
状況

・受益者、関係者の承諾に対する自治会等の協力

他市の取組
状況

担当課・
担当

下水道課　公共下水道担当 TEL

予算内訳

歳　入 歳　出
　■分担金及び負担金　 67,932
　■使用料及び手数料　286,431
　　（うち下水道使用料　284,729）
  ■国庫支出金　　  　191,414
　■府支出金　　　　　　　450
　■財産収入　　　　　　　162
　■繰入金            646,470
　　（うち一般会計繰入金　605,963）
　■諸収入　　　 　　　62,953
　■市債　　　　　　　700,000

  ■総務費  　102,238
　■事業費  1,125,243
　■公債費    726,331
  ■予備費  　  2,000


